
並型人工魚礁効果調査

I 目的

前年日告に同じ

E 調査方法及び内容

1. 深浦漁業協同組合

イ，月月Ij操業同数及び漁獲量調査

ロ，適地及び環境調査

ノ、，漁業試験(東IJ網使用)

ニ，牙U用状況調査(抽出調査)

2 岩崎漁業協同組合

イ，別用状況調査(アンクート)

ロ，魚、確十てなける漁獲量調査

ハ，魚確の経騎効果

阻調査結果

1. 深浦漁業協同組会

担当者謀長津幡文隆

助手長谷川義彦

普及員 日下部元尉智

ィ，深浦港レてなける磯漁業K従事する全漁船の操業同数を昭和 35年よ]J，昭和 38年全で，年一

次毎Vてついてみると漸次減少している。月毎にみた場合も 5月から 1日月Kかけて減少傾向が

うかがえるのは近年目立って多〈走ってきた出稼によるものと考えられる。

磯漁業の主要魚種はヤリイカ，マダイ，マス類で，そのうち最も多いのはヤリイカである。

とれ等主:1魚種について

昭和 37， 3 8年の漁獲高をみると，ヤリイカ，ヒラメ，カレイ類は増加し，タイ類は減少

している。

ロ，前年度決定した魚礁設置適地場所について組合内で異論が出たため，再度調査を行い図 1の

と$']J決定した。

併せて設置予定地附近の環境調査も行ったが水深 52 m底質は細砂であった。

ハ，マガレ場附近Vて合いて東IJt，f習による漁獲試験を行ったが，マコガレイ，マガレイ，イシガレイ，

ハパガレイ，カジカ類でマコガレイは 2-3月頃産卵のため，との地区に蛸集するものと思わ

れる。

ニ，磯漁業者 2日日名中， 1 8名を対象として調査した結果操業日数についてはヤリイカの時期

である 1-4月及びタイの漁期である 9- 1 0月K多い。雄先海面を 4海区(図 2)に分けて

個人男Ijにその月の地区別漁獲割合を聞きと]JVCょ]J，調査したととろヤリイカについては 1月

十てはA海区， 2月は A，B， Cの各将区， 3.4月は A海区でという傾向が認められたが，全般
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十て広〈漁獲しているO

2. 岩崎漁業協同組合

イ，魚校、の利芹状況は年Kより若干の相違がみられるが月毎の操業人員については 3-5}j. 

8-9月又は 9-1 0月の 2つの山がみられ過去 4ク年の傾向としては3-6月十ては年と共

VC，増加し， 8 - 1 0月にはや h減少している。延操業日数についても，同様の傾向を示

している。

ロ，魚礁で漁獲される主を種類はヤリイカ，ソイ，メバJレ類，ススキ，ヒラメ，マダイ，カ

レイ類，アイナメで漁獲費はヤリイヵ，メバル類，ソイ，ヒラメ，マダイ，アイナメの順

と在っている。

ハ，立主主J魚、礁を天燃礁(沖の瀬)と陸岸との中聞に設置したととによって沖の瀬Uてないて操

業するよりむしろ魚礁周辺十てないて操業するようtてまった。

N 考察

魚礁設置Uてよる効果の有無Lてついて深浦漁協関係は，今後K倹たねば;1:らをいが昭和 32年

以来，継続して設置して来た岩崎漁協の魚礁十てついては，設置前十て比して水楊高が上向いてな

り，全〈漁場価値の無かった地区から水揚げが可能とをったととは回遊魚群を沖の瀬から，魚

礁へ誘致したものとして更に陸岸にも移動して定置漁業に好結果をもたらしているものとして，

一応魚礁の経済効果と考えるととが出来るであろう。

きた，旬、礁になける漁獲物の変動をみると，ヤリイカ，ソイ，タィ，ヒラメ，マダイは魚、礁

と関連性のある魚種と考えられ，その反対にスズキは余b関連性がをいものと考えられる。ア

イナメ，メバノレ十てついては附近の岩礁との交流が甚し〈一定し念い。

~:}，'，結果において述べたとシり魚礁の利用は年と共K増加しているととは魚礁設置K よる

効果を果している訳である。

昭和 38年度，漁場改良造成事業効果(指定)調査中間報告書及びゲ昭和5守年 2月魚礁設

置の方法等に関する資料グ参照

をな参考資料として

昭和 38年 7日月 くろしな号によるむつ湾潜水調査(ホタテガイ，アカガイ走らび陀魚礁

の観察)参照
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深浦地区 Kj:，>ける魚、樵設置予定場所
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